
第２次都心まちづくり計画（案） 

平成28（2016年）年2月 

札幌市

皆さんからのご意見を募集します！ 
～パブリックコメントの実施について～ 

募集期間：平成28年（2016年）2月23日（火）から      

    平成 28年（2016年）3月23日（水）まで 【必着】 

このたび札幌市では、新たな都心まちづくりの基本方針となる「第2次都心

まちづくり計画（案）」を取りまとめましたので、広く市民の皆さんにお知らせ

し、ご意見を募集いたします。 

市民の皆さんと一緒により良い計画にしていくため、多くの方からのご意見を

お待ちしております。 

お寄せいただいたご意見を参考とし、平成28年（2016年）3月頃に計画

を策定する予定です。 

なお、本計画は、目標や戦略、空間形成指針等を定めた計画期間２０年の本編

と初手の５年間で取り組むべき事業とその主体等を定めた展開プログラムで構

成されています。 

※いただいたご意見については、個別の回答はいたしませんが、ご意見の概要と

ご意見に対する市の考え方について、計画書の冊子でご紹介します。 

資料の配布場所

以下の場所で資料の配布を行っております。 

 ○札幌市役所本庁舎 5階 市民まちづくり局都心まちづくり推進室都心まちづくり課 

           2 階 市政刊行物コーナー 

 ○各区役所 

 ○まちづくりセンター（本府・中央、東北、東、豊水、西） 

市政等資料番号

01-C06-15-2096
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１ 都心まちづくり計画見直しの背景 

札幌都心のまちづくりは、平成１４年度に策定した「都心まちづくり計画」と都心

まちづくり計画の後半１０年間を補完するため平成２２年度に策定した「札幌都心ま

ちづくり戦略」に基づき、世界に向け魅力を発信し、市民生活を豊かにする都心の創

出を目標に進めてきました。 

これまでの取組によって、札幌駅前通地下歩行空間（チカホ）や創成川公園の整備、

北３条広場（アカプラ）や大通交流拠点地下広場といった都心の象徴的な空間の創出、

札幌大通まちづくり㈱と札幌駅前通まちづくり㈱によるエリアマネジメントの推進

など、新たな都心の魅力発信によるにぎわいの創出などを図ってきました。 

 一方で、超高齢社会が到来し、生産年齢人口の減少に伴う経済規模の縮小が見込ま

れる中、東日本大震災を契機とした災害に強い都市づくりに対する社会的要請の増大、

地球環境問題に対応した低炭素社会実現の必要性、札幌オリンピックの開催（昭和４

７年）を契機に建てられたビル等の更新時期が集中的に訪れるなど、札幌市並びに都

心を取り巻く社会情勢は大きく変化しています。 

 これら社会情勢の変化に対応するため、札幌市のまちづくりの総合計画である「札

幌市まちづくり戦略ビジョン（平成２５年度）」の策定や、都市計画の基本方針であ

る「札幌市都市計画マスタープラン」の見直し等、都心まちづくりの上位計画が、そ

の考え方を大きく変えています。 

これらの動きを踏まえ、都心は高次な都市機能の集積や魅力ある都市空間の創出な

ど、札幌の顔にふさわしいまちづくりを重点的に進めていくことで、経済の成長や雇

用の創出に寄与するとともに、市民生活の質の向上を支え、札幌を世界にアピールす

ることが求められております。 

 また、札幌市は現在オリンピック・パラリンピック招致を目指した活動を行ってお

ります。 

 都心においても、札幌を象徴する景観の実現、アクセスの強化、回遊性の向上、バ

リアフリー化の推進など、オリンピック・パラリンピックを開催する都市としてふさ

わしいまちづくりを進めなければなりません。 

 以上のことから、これから新たな２０年間、都心まちづくりの指針とするため、「都

心まちづくり計画」を見直すものであります。 

都心まちづくり計画見直しの背景と計画の位置づけ 序



序 都心まちづくり計画の策定に係る背景と計画の位置づけ 
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２ 都心まちづくり計画の位置づけ 

（１）札幌都心に係る計画の体系 

  「都心まちづくり計画」は、平成１４年度策定の「都心まちづくり計画」と平成１６年

度策定の「さっぽろ都心交通計画」、平成２２年度策定の「さっぽろ都心まちづくり戦略」

を総合的に見直した計画です。 

【上位計画との関係】・・・「札幌市まちづくり戦略ビジョン」を最上位計画とし、「第２次札幌市都市計画マスタープ

ラン」・「札幌市立地適正化計画」を都市空間に関わる上位計画として定めます。 

【都市再生プロジェクト】・・様々な都市課題について、国、地方公共団体、民間事業者一体となって解決する「国家

プロジェクト」であり、札幌都心は、平成１４年度に「人と環境を重視した都心づくり」、平成１６年度に「地球温暖

化対策・ヒートアイランド対策モデル地域」、平成１７年度に「防犯対策とまちづくりの連携協働による都市の安全・

安心の再構築」に指定されました 

【都市再生緊急整備地域】・・都市再生特別措置法により、「都市の再生の拠点として、都市開発事業等を通じて緊急か

つ重点的に市街地の整備を推進すべき地域」と定められており、政令により現在、札幌都心地域が指定されています。 



序 都心まちづくり計画の策定に係る背景と計画の位置づけ 
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（２）計画対象区域 ～札幌都心の定義～

本計画においては、札幌の「都心」は、以下の区域として定め、必要に応じて周辺区域

についても検討を加えました。 

ＪＲ札幌駅北口の一帯、大通東と豊平川が接する付近、中島公園、大通公園の西側付近を頂点と

する、ほぼひし形に広がる区域 

図 計画対象範囲



序 都心まちづくり計画の策定に係る背景と計画の位置づけ 
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３ 都心まちづくり計画の構成 

本計画は、20 年間の計画期間における都心のまちづくりを支える理念や市街地の構造の

あり方、取り組むべき戦略を定める計画とします。また、本計画に基づくまちづくりを着実

に展開するために、当面 5 年間を視野に入れた取組を展開プログラムとして位置づけます。

これを踏まえ、都心まちづくり計画を以下の計画事項から構成するものとします。 

・これからの都心のまちづくりを展開するにあたって、関係主体が共有すべき目標 

・都心のまちづくりを進める上で目指すべき将来像（目指すべき姿） 

・都心まちづくりの基軸となる骨格構造 

・まちづくりの重点的な取組を展開するターゲットエリア 

・目標実現のため、重要となるまちづくりの戦略 

・まちづくりの戦略に基づく骨子 

・骨格構造、ターゲットエリアの持続的な発展・成長に向けた空間形成の指針 

・本計画に基づくまちづくりの実効性を高める上での取組 

都心の空間形成指針 

都心まちづくりの目標 

都心の構造 

都心まちづくりの戦略 

都心まちづくりの着実な展開に向けて 

都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
（

年
）

目標の実現のための戦略的な 

【取組】 

都心まちづくりを支える都心の構造 

都心の構造 

都心まちづくりの目標 

【都心空間】の持続的 
・発展的成長のための指針

都心まちづくりの戦略 都心の空間形成指針 
都心の空間特性を活

かした取組の展開

取組の連鎖・波及に

より都心空間の成長

都心まちづくり 展開プログラム（5年間で取り組むべき事業・活動） 

着実な展開に向けて 
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１ 都心まちづくりを取り巻く現状と課題 

札幌の都心まちづくりは、前都心まちづくり計画に基づき、駅前通、創成川通等の骨格

軸と、札幌駅、大通、創世の３つの交流拠点からなる骨格構造、並びに道庁周辺地区等の

ターゲットエリアを中心に展開し、約 10 年の取組の結果、一定の成果と新たなまちづく

りの機運が見えつつあります。 

一方、札幌市や札幌都心を取り巻く社会経済情勢が大きく変化し、これに対応した上位

計画の見直し等が進められており、都心まちづくりにおいても現状を踏まえ、新たな目標

を見据えた計画づくりを進めることが急務となっています。 

こうした中、現在の都心まちづくりを取り巻く現況と課題は以下の４つの観点から整理

されます。 

都心まちづくりの目標 Ⅰ

都市を取り巻く環境変化への対応 １ 

札幌市を取り巻く社会情勢の変化への対応 ２ 

都心の新たな機運への対応 ３ 

都心まちづくりを支える上位計画等との整合 ４ 

○人口減少・超高齢社会の現実化  

○生産年齢人口の減少に伴う経済規模縮小の見込み  

○成熟社会を支える都市づくり 

○地球環境問題に対応した低炭素社会の実現の必要性  

○東日本大震災以降の災害に強い都市づくりに対する社会的要請  

○激しさを増す都市間競争への対応（札幌の強みを活かした都市戦略構築の必要性）  

○他都市に比肩する広域交通アクセス強化の必要性（新千歳空港等との結びつきの強化） 

○北海道新幹線の新函館北斗開業と平成４２年度末予定の北海道新幹線札幌開業 

〇冬季オリンピック・パラリンピック招致の動き 

○札幌冬季オリンピック（昭和47年）頃に建てられたビル等の建物の更新時期に合わせた 

まちづくりの展開 

○大通と駅前通の２つのまちづくり会社によるまちの活性化事業の展開  

○創成東地区のまちづくり機運の高まり 

○札幌市まちづくり戦略ビジョン（平成25年度）  

○都市計画マスタープラン・立地適正化計画（平成27年度）  



Ⅰ 都心まちづくりの目標 
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２ まちづくりにおいて重視すべき都心のポテンシャルと役割 

（１）札幌・都心の有するポテンシャル 

都市環境 
～札幌市の立地特性、都市構造 

●北国の変化に富んだ四季が織りなす都市景観 

●大都市でありながら、身近に北海道らしい豊かな自然環境を備えた、

都市と自然の共生する都市環境 

都市活力 
～北海道・札幌の経済を支える機能・資源の集積 

高次業務機能の集積 

●北海道の玄関口である札幌駅を起点とし、かつ駅前通を基軸とした業

務機能、行政機能等の集積 

●道都札幌として、人口、産業、文化、教育機能が集積 

北海道観光の拠点 

●空港や鉄道との結節性を活かした、国内外とつながる中核機能の可能性 

●ニセコをはじめとする北海道の豊かな自然環境・文化を体感できる観光・

レジャーエリアの拠点 

●北海道の魅力、豊かな資源を集約した食文化の充実 

北国固有の豊かな環境 

全国的にみても少ない自然災害 

●札幌は他の主要都市と比べて地震が少ない。（過去30年間、震度3以上の地
震は約10回。震度5弱以上の地震は、大正１２年以降一度もない） 

●今後30年以内に震度6弱以上の地震が起こる確率は1％未満と言わ

れ、関東・東海・中部地方などと比べてはるかに低い 

●全国的に見ても台風の接近回数が少ない 

●首都圏や関西圏から遠く、同時被災リスクが低い 



Ⅰ 都心まちづくりの目標 
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生活環境 
～北国らしいライフスタイルを享受できるまち 

北国・北海道を象徴するライフスタイル 

●世界唯一の積雪寒冷大都市（年間 600 ㎝の降雪がありながら 100 万人以
上の人口を擁する都市は他に見られない）

●大都市でありながら、身近に豊かな自然環境を有する、自然と共生し

たライフスタイルを享受できる 

都市文化を育む人・空間 
●多様な文化を受け入れる寛容さと、既存の価値にとらわれず、常に新

しいコトに挑戦する札幌人気質

●多様な文化機能、人々の豊かな時間の過ごし方を支える広場や地下空

間等の公共空間の整備により、市民活動の受け皿となる機能・空間が

充実 

まちづくり 
～これまでの都心まちづくりの進展と成果 

骨格構造の概成とエリアマネジメントの進展 

●駅前通、創成川通の二つの骨格軸の整備と札幌駅・大通・創世の３つ

の交流拠点における都市開発の進展による骨格構造の概成 

●道庁東地区等、都市再生プロジェクトの具現化 

●札幌大通まちづくり㈱、札幌駅前通まちづくり㈱の設立によるエリア

マネジメントの進展 

多様なネットワークの形成 

●札幌駅前通地下歩行空間（チカホ）や大通地下広場の整備による、四

季を通じて快適な回遊・交流環境の強化

●地域熱供給網と都市再開発等と連動した自立分散型エネルギー供給

施設の整備 

都市的なインパクトを発揮する新たな機運の顕在化 

●平成４２年度末予定の北海道新幹線札幌開業に向けた取組 

●冬季オリンピック・パラリンピックの開催に向けた招致活動 

※エリアマネジメント；地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるため、住民・事業主・地権者な

どによる主体的な取組 

※自立分散型エネルギー供給施設；災害時においても、地域内で熱と電力を供給することが出来る天然ガスコージ

ェネレーションと地域熱供給プラントを設置した施設 

※コージェネレーション；発電と同時にその際生じる廃熱も同時に利用する熱電併給システム 



Ⅰ 都心まちづくりの目標 
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（２）札幌市及び北海道をけん引する都心の役割 

①活力があふれ、世界を惹きつける役割           

・激しさを増す都市間競争のなかで、国内外から多くのヒト・モノ・投資を呼込むこ

とで、北海道・札幌の経済発展に寄与するため、札幌の顔である都心が活力にあふ

れ、世界を惹きつける役割がある。 

②道内市町村との連携・協調により北海道経済・産業の活性化をけん引する役割   

・札幌圏における広域交通機能等、国内

外とのネットワーク性の高さを活か

し、道内市町村との連携・協調を促進

することで、北海道全体の活性化をけ

ん引する役割がある。 

③市内主要拠点との連携から、相乗効果を発揮する札幌市の中核としての役割      

・市内主要拠点と、公共交通・道路ネットワークを介した結びつきを高め、都心の多様か

つ高質な都市機能を維持・向上させることで周辺市街地の生活の質の向上を支援する役

割がある。 

札幌型の集約連携都市 将来の都市空間図（札幌市まちづくり戦略ビジョンより） 



Ⅰ 都心まちづくりの目標 
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３ 都心まちづくり計画の目標 

（１）目標を定める上での視点 

北海道・札幌の持続可能性を先導する都心の強化 

札幌らしいライフスタイル・ワークスタイルの実現 

視点② 

視点③ 

世界が目を向ける成長戦略の発信 

視点① 

まちづくりの実効性を高める連携・協働を提案 

視点④ 

●札幌の立地・都市構造等の優位性を活かした都心強化の推進

●まちづくりを通じて国内外の投資を誘引する魅力・価値の向上

●身近な自然と高次な都市機能が共存した札幌固有の環境を享受できる豊かな

暮らしの場の創造

●人口減少、超高齢社会に対応し、北海道、札幌の経済的持続可能性を支える『道

都札幌』の中核としての都心のけん引力・発信力の発揮

●多様な主体の連携・協働により、都心まちづくりの実行性、持続性を支え

る戦略的な体制の構築

都心まちづくりの 

現状と課題 

都心が有する 

ポテンシャル 

札幌市及び北海道を

けん引する都心の 

役割 
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（２）都心まちづくりの目標 

札幌都心のまちづくりは、都心を取り巻く環境、都心の役割を踏まえ、北海道・札幌を

けん引する経済的な成長力を発揮するとともに、札幌の中核として札幌市民の豊かで健康

的かつ札幌ならではの魅力と都市文化を享受できる暮らしを実現できる都市づくりを先導

していくことが重要となります。 

こうした視点を踏まえ、都心まちづくりの目標を次の２つの側面から設定します。 

国内外から活力・投資を呼び込む札幌都心ブランドの確立 

魅力的な都心のライフスタイル・ワークスタイルの実現 

世界に誇れる環境性や防災性を備え、高次な都市機能が集積する持続可能で魅力の

ある都心とすることで、札幌都心ブランドを確立し、国内外から投資を呼込み、北海

道・札幌の経済をけん引します。 

日常的な市民の訪れや、豊かな時間消費を支えるとともに、札幌を象徴する景観を

備えた都市空間を創出すること、また働く場としての利便性・快適性の高い環境を備

えることで、魅力的な都心のライフスタイル・ワークスタイルを実現します。 

市民の暮らしの中心となる都心づくりの側面から 

北海道・札幌の中核として世界に比肩する都心強化の側面から 
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4 まちづくりを通じて目指すべき都心の姿 

（１）札幌市全体の都市づくりの理念～SMILEｓ～について 

まちづくりに係る最上位計画である【札幌市まちづくり戦略ビジョン】では、都市空間

創造にあたってのコンセプトとして、「S・L・I・M City Sapporo（スリム シティ サッ

ポロ）」という考え方を掲げています。ここでいう「S・L・I・M」とは『Sustainability

（持続可能性）』『Livable（住み良いまち）』『Innovation（創造性の発揮）』『Managing

（マネジメント（市街地、都市基盤、交通、エネルギー）』という４つの概念から構築され

ています。 

さらに、都市計画に係る上位計画である【第２次札幌市都市計画マスタープラン】にお

いては、都市づくりの理念、基本目標として、この「S・L・I・M City Sapporo」の考え

方をさらに進め、今後重視すべき視点を加え、新たな理念として「S・M・I・L・Es City 

Sapporo（スマイルズ シティ サッポロ）」を掲げています。新たに加えられた『Es』と

は「Everyone（すべての人）」「Economy（経済）」「Energy（活力）」「Environment

（環境）」等、多様な意味合いを包含したものです。 

都心においては、これらの理念に基づく施策に相互に取り組み、総合的にまちづくりを

進めます。 

～S･M･I･L･Es City Sapporo～ 

Sustainability 
（持続可能性） 

Innovation 
（創造性の発揮） 

Managing 
（マネジメント（市街地、都市

基盤、交通、エネルギー）） 

Livable 
（住み良いまち） 

Es 
（すべての人、経済、活力、

雇用、自然環境、環境など） 
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（２）都心まちづくりを通じて目指すまちの姿 

本計画においては、都心まちづくりの２つの目標に基づく取組を都心の特性、資源を最

大限に活用しながら進めることで、都心ならではの『S･M･I･L･Es』を実現することを目

指します。『S･M･I･L･Es』を具現化するまちづくりを進めることで、都心が札幌の新たな

活力を創造し、経済的な成長を持続的に促進するとともに、札幌特有の資源、環境を活か

した世界に誇る環境性を備えたまちづくりを象徴的に実現するものとします。 

都心まちづくりを通じて目指すまちの姿として、以下の５つを掲げます。 

北海道・札幌をけん引する経済成長と世界に誇る低環境負荷の実現 

Ｓ 

Ｍ

Ｉ 

Ｌ 

Ｅｓ

世界に誇る環境性と防災性を備えた 

持続可能なまち 

多様な主体により都心の継続的な発展 

を支える仕組みを備えたまち 

札幌らしい魅力的なライフスタイル 

ワークスタイルを実現できるまち 

国内外からヒト・モノ・投資を呼び込み、 

北海道・札幌の経済を支えるまち 

街なかでの多様な人々による知的な 

交流が促進され、新たな価値・魅力・ 

活力を創造するまち 
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１ これまでの都心まちづくりを支えてきた都心の構造 

前都心まちづくり計画では、都心まちづくりを進めるうえで、多様な主体がまちづくり

の力点を共有するために、４つの骨格軸と３つの交流拠点からなる『骨格構造』と、まち

づくりの連鎖・波及的展開を進める『ターゲット・エリア』を設定しました。 

さらに、平成 2２年度に前都心まちづ

くり計画を補完するために策定したさっ

ぽろ都心まちづくり戦略では、都心まち

づくりの後半 10 年間の重点的取組とし

て、創成東地区を『重点地区』に定める

とともに、東4丁目線を創成東地区のま

ちづくりを支える『展開軸』に位置付け、

骨格構造を新たに『4 骨格軸-１展開軸-

３交流拠点』として設定しました。 

都心の構造 Ⅱ

骨格軸 

交流拠点 

ﾀｰｹﾞｯﾄ 

・エリア 

都心で展開される多様な都市活動や個々の開発の展開を有機的に結びつけ、目標実現

に向けた様々な取組を促進するための基軸として、中心となる通り及びその周辺を含

めた範囲を位置づける 

新たな活動や交流を生み出し都心全体のまちづくりを先導する点として、骨格軸の交

点や、多様な機能・活動等の集積が見込まれる交通結節点を位置づける 

骨格軸及び交流拠点の形成を戦略的に展開するため、これらと連動して面的な広がり

でまちづくりを展開すべき地区を位置づける 
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２ 次の時代の都心まちづくりを支える骨格構造 

（１）骨格構造の見直しの視点 

骨 格 軸 

交流拠点 

●駅前通における地下歩行空間（チカホ）整備、地上部歩行

空間の拡充、創成川通におけるアンダーパス連続化と創成

川公園の整備等、主要骨格軸における基盤整備 

●骨格軸沿道の都市再生事業、民間開発等による骨格軸との

連鎖性の高い公共的空間の創出モデルの実現（北３条広場）

●札幌駅南口再開発による都心の新たなにぎわい・交流拠点

の創出 

●札幌駅南口・北口地区景観計画重点区域の指定 

●大通交流拠点における民間開発の推進と地下広場の整備 

●札幌創世1.1.1 区北1西 1地区市街地再開発事業の進展 

骨
格
構
造
の
具
現
化
の
成
果

新
た
な
都
心
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
骨
格
構
造
の
醸
成
・
強
化
の
視
点

◎既存の5つの軸の理念を継承し、沿道街区の開発・

更新との連携を高め、奥行きのある骨格軸・展開軸

へと進化 

◎人々の回遊の基軸としての安全・安心・円滑な移動

を支える機能・空間を強化 

◎地区間の連続性を高め、それぞれの取組の相乗効果

を発揮 

◎『札幌駅交流拠点』 

 ・北海道新幹線札幌開業を見据え、駅前広場や北５

西１、北５西２街区を含めた札幌のシンボルとな

る広域交流の拠点形成の推進 

◎『大通交流拠点』『創世交流拠点』 

・従来の二つの交流拠点が備える機能・空間の相互

波及効果を狙い、都市文化創造拠点としての象徴性

をより高めるための連鎖・連携の推進  

骨
格
軸
・
展
開
軸

交
流
拠
点

4骨格軸・１展開軸 

の継承と強化

３交流拠点から 

２交流拠点への 

再構築



Ⅱ章 都心の構造 

15 

（２）都心まちづくりの骨格構造 

札幌駅交流拠点は北海道・札幌の国際競争力をけん引する広域交流の先導的な拠

点として、また大通と創世交流拠点は二つの拠点の連鎖・連携により都市文化の創

造を象徴する拠点として新たに位置付けます。 

また、骨格軸のうち、創成川通については、これまでの『やすらぎの軸』という

位置付けから、創成川通に求められる広域交通ネットワークとしての役割や、市民

の交流を促進する場としての役割を踏まえ、国内外と『つながる』そして人が『つ

ながる』軸として新たに【つながりの軸】として位置づけます。 

こうした位置付けを踏まえ、以下に示すように、都心まちづくりの骨格構造を『４

骨格軸-１展開軸-２交流拠点』として定義します。

骨
格
構
造

骨
格
軸

展
開
軸

にぎわいの軸 

はぐくみの軸 

つながりの軸 

うけつぎの軸 

いとなみの軸 

■札幌のまちを形成する根幹となる歴史を

備える東西軸として、潤いあるみどりを中

心に、札幌の都市文化・新たな価値をはぐ

くむ空間の創出 

■広域からの都心アクセスを支えるととも

に、豊かな環境を活かした市民の交流・つ

ながりの創出 

■都心のにぎわい・活力を象徴する沿道の機

能・空間の再編と、都心強化と連動する軸

双方向の起点からの高質化 

■札幌発展の歴史・文化を活かした街並み、

空間の形成とその活用 

■創成東地区の職・住・遊を支える多様な機

能の複合化と創成イースト南北の回遊性

の向上を支える通りの形成 

交
流
拠
点

札幌駅 

交流拠点 

大通・創世 

交流拠点 

■広域的な交通ネットワークが結節する札幌の玄関口にふさわ

しい広域交流を先導する拠点 

■札幌の歴史、文化芸術、ライフスタイルなどの都市文化を育

成、体感できる都市文化を創造する拠点 

駅前通 

大通 

創成川

通 

北 3条

通 

東 4丁

目線 
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図 都心の骨格構造 
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３ 都心まちづくりの新たなターゲットエリア 

（１）新たなターゲットエリア設定の視点 

現在のターゲッ

トエリアにおけ

る取組の進展 

●都市再生を先導する官民連携型都市開発の具現化 

（北２西４地区、北３西４地区等）  

●道庁周辺エリアにおける骨格軸と一体的な都市空間形成に

よる都心まちづくりのモデル形成（北３条広場） 

●道庁周辺エリアにおける骨格軸を介した回遊空間の形成と、

エネルギーネットワークの展開（北２西４地区） 

●都心商業エリアにおける大通まちづくり会社を中心とした

活性化の取組と、関係主体による新たなビジョンづくり  

●北三条エリアにおける都市再生の推進（北４東６周辺地区）

●東大通エリアにおける地域主体のまちづくり活動の芽生え 

●すすきのエリアにおける安全安心な歓楽街づくりに向けた

取組の実施

官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

図 前都心まちづくり計画のターゲットエリア 

道庁周辺エリア 
北三条エリア 

東大通エリア 
都心商業エリア 

すすきのエリア 

第２次札幌市都

市計画マスター

プランとの整合 

上
位
計
画
の

見
直
し

●現状の特性に応じた都心のゾーン

図 特性に応じた都心のゾーン 
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新
た
な
都
心
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア
設
定
の
視
点

◎札幌駅交流拠点、大通・創世交流拠点それぞれ

のまちづくりの更なる展開の可能性  

◎エネルギー・地下歩行・交通ネットワークを活

かした沿道の民間投資の促進の可能性 

◎エネルギー・回遊空間のネットワークを活かし

た札幌駅交流拠点、大通・創世交流拠点間の連

鎖・連携の可能性  

◎都市開発に合わせた象徴的パブリックスペース

（北３条広場）と周辺への連鎖的展開の可能性 

◎官民連携の取組による高機能オフィスの整備促

進に資するエリアの位置付けの必要性 

【視点】 

都心強化に資す

る取組を先導的

に推進すべきエ

リア設定  

新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア
の
設
定

◎札幌市の MICE 展開を支えてきたホール・ホテ

ルの集積  

◎老朽ストックの更新の必要性  

◎文化芸術施設の集積  

◎大通公園を介した他のエリアとのネットワーク

強化の可能性 

◎西１１丁目駅周辺における既存の機能集積を活

かした取組の可能性

【視点】 

大通公園西周辺

エリアの明確化  

◎都心商業エリアにおけるまちづくりの検討をは

じめとする、既存ターゲットエリアのまちづく

りの動向を踏まえた、これからの都心まちづく

りのターゲットエリア像の明確化 

【視点】 

既存エリアの強

化 

※MICE；多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称で、Meeting（会議・セミナー）、 

Incentive tour（企業報償・研修旅行）、Convention（大会・学会・国際会議）、Exhibition 

（イベント・展示会・見本市）の頭文字のこと 

※パブリックスペース；公共的な空間。行政や民間の整備を問わず、不特定多数の人が利用できる空間 

※高機能オフィス；高い耐震性や自立電源等による災害時における業務継続性の高さやエネルギー利用の

低減によるＣＯ２削減等環境にも配慮したオフィス 
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（２）新たなターゲットエリア 

都心強化先導エリア 

大通公園西周辺エリア 

都心商業エリア 

すすきのエリア 

創成イースト北エリア 

創成イースト南エリア 
コミュニティの場となる神社や市場など、地区の歴史を今に伝

える資源を活かした、創成イーストの魅力を高めるまちづくり

を推進するエリア 

札幌の都市観光の魅力を充実させるとともに、隣接する中島公

園との連携等を通し、人々の交流を高め、歓楽街としての魅力

を向上させるエリア 

沿道路面の魅力の再生と中心商業地としての歴史・伝統の活用

により活性化を図るエリア 

大通公園を軸として、当地区に集積するホール・ホテル等の交

流施設を活かしたまちづくりを展開するエリア 

高機能オフィス環境の整備やエネルギーネットワークの形成

等により国内外からヒト・モノ・投資を呼込み、北海道・札幌

の経済発展をけん引する都心まちづくりを先導するエリア 

多様な生活支援サービスや起業環境の強化とともに、地区の歴

史的なストックを最大限に活用し、創成川東西の市街地の連携

と人々の回遊・交流を高めるエリア 
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図 都心のターゲットエリア 
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１ 都心まちづくりの戦略の考え方 

（１）都心まちづくりを具体的に進めるための視点 

都心のまちづくりを着実に展開する上で、波及性・連鎖性の高い取組を重点的に進める

ことが大事な視点となります。加えて、札幌が将来にわたって国内外に向けて魅力を発信

し、注目される都市となる上では、世界に向けた明確なメッセージが必要となります。 

そこで、都心まちづくりの目標及び目指す姿と、展開の受け皿となる骨格構造、ターゲ

ットエリアの考え方を踏まえ、特に強力に推進すべき重要な取組を『都心まちづくりの戦

略』として位置付け、その具体化のための取組の骨子を定めます。 

都心まちづくりの戦略 Ⅲ
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（２）都心まちづくりの戦略 

北海道・札幌を先導する都心のビジネス・都市観光機能の強化 

成熟社会における市民生活の高質化と豊かな都市文化を享受できる

環境の充実

戦略の 

骨子 

世界が注目する魅力と活力、ライフスタイルを実現するビジ

ネス・都市観光機能の強化と成熟型都市環境の実現

北海道らしい豊かなみどりや地球にやさしい環境を 

守り育てる持続可能なまちの実現 

市民や来街者にとって魅力的なライフスタイル 

・ワークスタイルを生む都市空間の形成  

札幌の持続的・発展的成長をけん引する 

都心マネジメントの展開 

戦略１ 

戦略２ 

戦略３ 

戦略４ 

北海道・札幌を象徴する豊かなみどりの空間の創出・拡充 

環境首都さっぽろを象徴する都心の低炭素化 

戦略の 

骨子 

公共交通を軸とした歩行者優先の交通環境の形成 

都心らしいライフスタイル・ワークスタイルの実現 

戦略の 

骨子 

札幌都心の重層的エリアマネジメントの仕組みの構築 
戦略の 

骨子 
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（１）戦略の骨子 

北海道・札幌を先導する都心のビジネス・都市観光機能の強化 １

ね
ら
い

◎世界が目を向け、投資意欲を喚起される高次な機能・空間を備えた『都心強化先
導エリア』の実現 
◎北海道・札幌の経済をけん引する多様な形態のビジネスが展開できる環境の充実 
◎ナレッジキャピタルやフューチャーセンターに代表されるような、人・情報・技
術が結びつく機能を札幌版として都心に設け、新たな価値、活動を創出 
※ナレッジキャピタル；大阪市梅田『グランフロンド大阪』に整備された企業人、研究者、クリエイター、そ

して一般生活者など様々な人たちの知を結び合わせて新しい価値を生み出す“ 知的創造拠点”

※フューチャーセンター；企業、政府、自治体などが中長期的な課題の解決を目指し、様々な関係者を幅広く

集め、対話を通じて新たなアイデアや問題の解決手段を見つけ出し、相互協力の下で実践するために設けら

れる施設 

◎自立分散型エネルギー供給施設の整備とエネルギーネットワークの構築等によ
る世界が目を向けるグリーン・強靭な札幌都心のブランドを象徴的に具現化 
◎札幌・都心の資源や資産を活かした観光交流の促進とMICE 環境の充実 
◎札幌のブランディングとトレンドを踏まえた提案力を備え、既存資源を活かした
都市観光育成、MICE 誘致を強力に展開する仕組み、体制の強化 
◎都心におけるビジネス・観光交流の多様性を支える東西市街地連携強化 
◎札幌の広域的なネットワークの一翼を担う都心と高速道路間のアクセス強化 

現
状
と
課
題

・札幌都心の業務中心地としての移動環境、環境に配慮した地域熱供給基盤の形成 

・アジア圏からの観光客の増加 

・他都市と比較した自然災害の少なさによるBCP上の優位性 

・高機能オフィス、水準の高いホテルの不足 

・他政令指定都市と比較して空港アクセスが弱い 

～国内外に札幌の都市としての発展の可能性を伝え、投資意欲を喚起させるとともに、市民が札幌の

都市文化を享受できる場の創出を目指します。この取組は、先導的な展開が可能な立地性・基盤整備

等の優位性、民間開発等との連携可能性等を踏まえ、特に「都心強化先導エリア」において強力に推

進します。 

成熟社会における市民生活の高質化と豊かな都市文化を享受できる環境の充実 ２

現
状
と
課
題

・オリンピック期に形成された都市基盤の老朽化、成熟社会に対応した強化・改善

の必要性 

・官民連携による高次な都市文化機能の誘導（北1西1街区など） 

・創成東地区の人口増など、都心居住者の増加 

２ 【戦略１】世界が注目する魅力と活力、ライフスタイルを

実現するビジネス・都市観光機能の強化と成熟

型都市環境の実現

※BCP；Business Continuity Planning～事業継続計画 

※ブランディング；ブランドを構築するための組織的かつ長期的な取組 
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ね
ら
い

◎都市発展・成長期に形成された地下空間、公共交通等の都市基盤の成熟社会に対

応した転換・高質化 

◎官民連携による、都心ならではの高次な機能集積を活かした世界が憧れる札幌ら

しいライフスタイルを実現 

◎都心東西のエリアをつなぐ札幌の都市文化、価値を体感できる連携強化 

（２）戦略推進のための施策 

施策01 国内外からの人・情報・投資を呼び込み活力を創造・象徴する都心の

ビジネス環境・機能の強化 

施策 02 災害リスクの低い地理的優位性を活かした、エネルギー多重化による

BCDの形成 

施策 03 札幌・都心の資源や資産を活かした観光交流の促進やMICE 環境の充

実 

施策 04 都市開発や企業立地を促進するインセンティブの構築 

施策 05 都心強化先導エリアにおける札幌駅交流拠点、大通・創世交流拠点の

形成 

※インセンティブ；人の意欲を引き出すために、外部から与える刺激、動機付け、誘因 

※BCD；Business Continuity District～事業継続基盤強化地区 
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３ 【戦略２】北海道らしい豊かなみどりや地球にやさしい環

境を守り育てる持続可能なまちの実現 

（１）戦略の骨子 

現
状
と
課
題

・札幌市市街化区域における土地利用別緑被率をみると、公共用地における緑被率が

30％強を占める一方、民有地における緑被率は７％弱。（平成２６年度値） 

・都心における樹林地率は約９%（平成２６年度値） 

・環境にやさしいまちの実現のため、豊かなみどりの空間の更なる創出の必要性 

北海道・札幌を象徴する豊かなみどりの空間の創出・拡充  １

ね
ら
い

◎駅前広場をはじめ、都心の主要なパブリックスペースにおいて、まちなかのみどり

豊かな空間形成を促進 

◎民間再開発事業に合わせたみどりの確保や民有地緑化の支援等、官民連携による都

心部のみどりの創出 

環境首都さっぽろを象徴する都心の低炭素化２

ね
ら
い

◎環境負荷を低減した高性能なグリーンビルの普及促進 

◎コージェネレーション、再生可能エネルギー等を活用した自立分散型エネルギー供

給施設の整備と、熱と電力を面的に有効利用するエネルギーネットワークの構築 

◎大規模開発・個別建物更新を契機に、グリーンビル化とエネルギーネットワークへ

の接続を積極的に誘導し、世界のモデルとなる低炭素なまちづくりを推進 

現
状
と
課
題

・業務系建物が約８割を占める都心部は、他のエリアと比べてエネルギー消費量が著

しく大きい 

・札幌都心の大気汚染対策や環境負荷低減に大幅に貢献する熱供給ネットワークが広

範囲に展開されているが、中小規模の建物においては未接続の建物も多い 

・エネルギー消費量が大きい老朽化した多くの建物が建替え時期を迎える

※緑被率 ；緑被地(樹林地、草地、農地、水面)の割合 

※樹林地率；樹林地(街路樹、樹林樹木)の割合 

～北海道・札幌を象徴するみどりの空間形成と低炭素なまちづくりにより、環境にやさしく、持続可能

性が高いまちを目指します。 

※グリーンビル；立地、設計、建築、運営、メンテナンス、改装、解体まで、建物のライフサイクル
全体を通して、環境に責任のある、資源効率の高い仕組みや方法を用いた建物 

※コージェネレーション；発電と同時にその際生じる廃熱も同時に利用する熱電併給システム 
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（２）戦略推進のための施策 

施策06 北海道・札幌を象徴する豊かなみどりを感じる空間の創出 

施策 07 エネルギーネットワークの構築及び接続の推進 

施策 08 環境負荷を低減した環境にやさしいグリーンビルの普及促進
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４ 【戦略３】市民や来街者にとって魅力的なライフスタイル・

ワークスタイルを生む都市空間の形成 

（１）戦略の骨子 

公共交通を軸とした歩行者優先の交通環境の形成 １

ね
ら
い

◎公共交通の利便性向上に加え、過度な自動車利用の抑制による人と環境を重視し

た都心交通環境の創出 

◎多様な交通モードをいかした誰もが都心に来やすく、移動しやすいまちの実現 

◎まちづくりと連携した実践的な取組による歩きたくなるまちの実現 

現
状
と
課
題

・すすきの⇔大通間の開通による路面電車ループ化 

・札幌駅前通地下歩行空間の整備や民間施設の地下接続による地下歩行ネットワーク

の拡充 

・附置義務制度の運用による一般車の駐車場の余裕や建物ごとに設置される駐車場の

出入口による街並みや歩道の分断 

・自転車の通行空間や駐輪場の不足による歩行環境の阻害 

・超高齢社会を背景とした札幌駅、大通駅周辺における上下移動の負担 

都心らしいライフスタイル・ワークスタイルの実現 ２

ね
ら
い

◎札幌らしい豊かなパブリックライフの実現 

◎都心の活力の強化を支えるとともに、市民が都心で自己実現できる多様なワーク

スタイルの展開 

◎新たなチャレンジを支える起業環境の強化 

◎既存ストックを活用したSOHOやコワーキングスペース等の創出 
 ※パブリックライフ；働く、学ぶ、遊ぶ、住むといった基本的な都市の生活を支える交流・社交活動 

           言葉を交わす直接のやり取りだけでなく、人と人、人と都市空間との間の豊かなコミュ

ニケーション活動 

※SOHO；Small Office Home Office～パソコンやインターネットを活用した小規模オフィスや自宅で仕事

をする形態 

※コワーキングスペース；独立して働く人が、机や椅子、ネットワーク設備等を共有しながら仕事を行う場 

現
状
と
課
題

・生産年齢人口の流出と、それに伴う実質市内総生産の減少 

・大卒者の首都圏への流出の高さ 

・創成東地区における都心居住人口の急増（10年で約2倍の人口増加）  

～市民が四季を通じて都心に憩い、活動できる豊かな空間を官民の連携から創造するとともに、誰もが

札幌らしいライフスタイル・ワークスタイルを享受できる都心づくりを進めます。

※附置義務制度；一定規模以上の建築物に対して駐車施設の附置義務を課す制度 
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（２）戦略推進のための施策 

施策09 快適に過ごせる人を中心とした回遊環境の整備 

施策 10 誰もが都心にアクセスできる利便性の高い交通ネットワークの充実 

施策 11 誰もが都心の魅力と活力を享受できる生活環境・公共空間の整備 

施策 12 都心部における多様なワークスタイルを支える就業環境の強化 
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５ 【戦略４】札幌の持続的・発展的成長をけん引する 

都心マネジメントの展開 

（１）戦略の骨子 

札幌都心の重層的エリアマネジメントの仕組みの構築 １

現
状
と
課
題

・まちづくり会社の設立と主に公共空間を活用したイベント事業等の展開 

・道路占用の特例制度を活用した公共空間の先進的な活用 

・札幌・都心の魅力を対外的に発信する強力なシティプロモートの要請  

・創成東地区における地域主体のまちづくり活動の実験的展開、まちづくり組織化

に向けた機運の高まり 

・エリア別の取組の波及効果、相乗効果による都心の活力創造を目指したエリア間

の連携強化の必要性 

ね
ら
い

◎都市づくりの理念の展開に資する都心の一体的なマネジメントの推進 

～Sustainability：環境配慮型市街地形成を目指す、スマートシティマネジメント 

Livable：公共空間の積極的活用や居住・就業環境の充実を目指す、エリア魅力

アップマネジメント 

Innovation：国内外からの来街者誘致・MICE環境の強化等、世界に発信する国

際戦略マネジメント 

Economy・Employment：国内外からの企業立地推進等、投資喚起と新たな起

業・創業に資するシティプロモートマネジメント  

◎エリアマネジメント組織がまちづくりの観点から地域の開発に事前に関与でき

る仕組みの検討 

◎都心主要地区における公共・共用空間の活用、既存ストックのリノベーション等

を通じたエリア間の活動連携の促進  

◎創成東地区等、各エリアにおけるまちづくり機運の高まりを踏まえ、関係者との

協議調整、支援を通じて地区特性に応じたエリアマネジメントの仕組みづくりを

実現 

◎既存エリアマネジメントの強化・促進・育成 

～都心まちづくりを持続的・発展的に展開するために、多様な主体からなるまちづくりの推進体制を 

構築します。 

（２）戦略推進のための施策 

施策13 都心の魅力と活力を束ね、発信するプラットフォームの組成 

施策 14 エリア・場の特性に応じたマネジメントの促進 

施策 15 周辺エリアとの連携による北海道・札幌の魅力発信の推進 

※スマートシティ；情報通信やその他の技術を駆使して、エネルギー消費を管理し、最適に制御された都市 

※リノベーション；既存建物を大規模に改装し、用途変更や高度化を図り、建物に新しい価値を加えること 
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●都心のまちづくりの関係主体からなるプラットフォームの組成 

●都心まちづくりの重層的なマネジメントの展開イメージ 

札幌駅 

※タスクフォース；特定の課題に取り組むために設置される組織 

※インキュベーション；本来は卵などがふ化するという意味。 
ここでは、起業家の育成やビジネスを支援する施設 



－31－ 

１ 都心の空間の持続的成長・強化のための取組 

都心まちづくりを具体的に推進する上での力点となるまちづくりの戦略とその展開プロ

グラムを定めるとともに、長期的な視点に立ち、都心に起こる様々なまちづくりの機運が

都心の構造の具現化に資する取組になるように適切に誘導することが重要です。 

そこで、都心の構造となる骨格軸、展開軸、交流拠点並びにターゲットエリアといった

主要な要素についてあるべき姿を指針として定めるとともに、その具現化に必要とされる

取組の方向性を骨子として定めるものとします。 

これら骨格構造及びターゲットエリアの取組を相互に連携して進めることで、都心全体

としての回遊性の向上や、にぎわい、活力を象徴する機能・空間の誘導等を図り都心の空

間の持続的成長・強化に繋げていくことが重要です。 

持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 Ⅳ

図 都心の骨格構造とターゲットエリア 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 

－32－ 

２ 骨格軸形成・強化の指針 

2.1 駅前通 ～にぎわいの軸～ 

●札幌駅からつながる地上地下の歩行者空間を中心に沿道ビルとの接続を促進し、

四季を通じて快適に移動できる重層的な回遊ネットワークを強化 

●既存インフラを活用し、沿道ビルの開発・更新に併せ、札幌の低炭素型市街地の具

現化に資する都心部エネルギーネットワークを展開  

現
状
と
課
題

・札幌駅前通地下歩行空間の整備と地上部歩行空間拡充

による歩行者の増加  

・都市再生特別地区（北 3西 4、北 2 西 4、南 2 西 3

南西地区）における開発を通じた、官民連携による空

間創造の展開  

・すすきの⇔大通間の開通による路面電車ループ化 

・沿道建物の老朽化に伴う建替え動向の顕在化  

・空間形成の連鎖を支える地区特性に応じたビジョンづ

くりの必要性  

展
開
指
針

◎周辺のエリア特性を活かし、都心のにぎわい

と活力を象徴する機能・空間を誘導 

◎歩行者・公共交通を基軸とした回遊の中心軸

にふさわしい機能の強化 

◎札幌駅から中島公園まで、都心南北を貫く軸

を活かすため、軸双方向からの既存資源・都

市的資産の機能・空間の高質化 

取
組
の
骨
子

象徴的な軸空間の形成  

多様なネットワークの形成  

都心のにぎわい・活力を

象徴する沿道の機能・空

間の再編と、都心強化と

連動する軸双方向の起点

からの高質化 

●札幌の玄関口からつながる目抜き通りとして、北海道・札幌らしいみどりの景観と

活力・にぎわいを感じることができる沿道の街並みを備えた軸空間の形成  

●エリアマネジメント等と連携し、エリア特性に応じた低層部への機能誘導を促進

し、地区個性を強化

軸双方向からの資源・資産の高質化によるにぎわいの軸の強化 

●札幌の玄関口となる札幌駅交流拠点の広域交流拠点としての高質化 

●札幌開拓のレガシーであり、都心南のゲートとなる中島公園北部の既存資源を活か

した札幌都心らしいにぎわいと豊かな環境を体感できる都市観光・交流の場の強化 

※レガシー；過去の遺産 
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2.2 大通 ～はぐくみの軸～ 

現
状
と
課
題

・札幌の開拓期からの都市形成を支えたレガシーとして

の大通公園の存在 

・大通交流拠点地下広場の整備に伴う駅前通との結節点

における公共空間の拡充 

・大通公園の年間を通じた、イベント等札幌の経済振興・

交流の場としての活用 

・レガシーにふさわしい大通公園の次の姿、並びに沿道

を含めた軸としてのビジョンづくりの必要性 

展
開
指
針

取
組
の
骨
子

骨格軸の強化 

都心東西市街地の連携強化  

●西 11丁目周辺エリアと創成東地区を結び、駅前通と交差する東西軸として、各エ

リアに固有の歴史・文化・集客資源等への人々の流動を生み出す回遊性の高い移動

空間を強化  

●土地利用更新等を通じたみどりの強化、回遊空間の強化に伴い、創成川以西・以東

の連続性を向上

●大通公園を中心に南北の両街区とのパブリックスペースや回遊空間、みどりの連続

性を生み出すことによる、レガシーにふさわしい象徴性の強化 

●大通公園及びその沿道周辺を札幌を象徴するレガシーとして、次の時代につなげて

いくための検討 

●大通公園を中心とする「はぐくみの軸」形成に関わるビジョンの検討と、それを踏

まえた地区計画・景観計画重点区域の検討 

既存の街並みと連続した建物表情線の連続既存の街並みと連続した建物表情線の連続

店舗等による賑わい表出店舗等による賑わい表出

搬出入動線搬出入動線

大通公園大通公園一体的な緑化一体的な緑化
宅地内歩行者

ネットワーク

宅地内歩行者

ネットワーク

（大通の軸形成のイメージ図） 

札幌のまちを形成する根幹

となる歴史を備える東西軸

として、潤いあるみどりを

中心に、札幌の都市文化・

新たな価値をはぐくむ空間

の創出 

◎沿道の特性に応じたみどりの空間と活

用空間のメリハリのある空間の創出  

◎沿道空間と一体となった中核的なパブ

リックスペースとしての大通の実現 

◎都心東西のエリアをつなぐ、札幌の都市

文化、価値を体感できる空間の創出 

◎創成川以西の賑わいを創成東へ波及さ

せるための連続性のある空間形成 
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2.3 創成川通 ～つながりの軸～ 

現
状
と
課
題

・創成川通アンダーパス連続化により、都心通過交通の

円滑化が図られたほか、地上部の混雑が緩和 

・アンダーパス連続化に伴う親水緑地空間の整備により

にぎわいを創出  

・都心東西の隔たりを解消し、連続性を高めるための沿

道空間の更新・強化の必要性  

・都心と高速道路間のアクセス機能強化の必要性 

展
開
指
針

◎広域交通ネットワーク機能の強化 

◎親水緑地空間と連動する沿道空間のオープ

ンスペース等の創出による都心東西市街地

の連続性の強化  

◎狸二条広場の活用による地域活性化の推進 

取
組
の
骨
子

広域交通ネットワーク機能の強化  

創成川以西・以東の市街地の連続性強化  

広域からの都心アクセス

を支えるとともに、豊かな

環境を活かした市民の交

流・つながりを創出 

●札幌の広域的なネットワークの一翼を担う幹線道路として、都心と高速道路間のア

クセス強化

●みどりや水辺環境と呼応する良質で落ち着きのある回遊環境の活用  

●骨格軸沿道の機能・空間の強化により人々の流動を生み出し、都心東西市街の分断

要素から、連携軸としての空間的・質的転換を促進 

狸二条広場の活用による地域活性化の促進  

●狸二条広場の活用を通じて、創成川通周辺、都心東西の連携を促進 
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2.4 北 3条通 ～うけつぎの軸～ 

現
状
と
課
題

・赤レンガ庁舎やサッポロビール工場跡（現サッポロフ

ァクトリー）、旧永山武四郎邸をはじめとする札幌開拓

の歴史を伝える資源の点在 

・都市再生特別地区における北3条広場（アカプラ）の

整備  

・創成川以東における電柱地中化に伴う回遊環境・景観

の向上  

・創成東地区におけるパブリックスペースの不足 

展
開
指
針

◎沿道の建替え更新に併せた景観の連続

性、地区の歴史を伝える伝承性の強化  

◎アカプラを起点としたパブリックスペー

スの連鎖を生み出す空間の創出と活用の

促進 

取
組
の
骨
子

歴史を活かした街並み形成の推進 

北三条広場を起点とする広場空間の連鎖  

札幌発展の歴史・文化を活

かした街並み、空間の形成

とその活用 

●札幌開拓の歴史を伝え、未来に継承する軸として、沿道の歴史資源と一体的な街並

み形成を促進  

●道庁赤レンガから連続し、通りのイメージを象徴する素材の活用、沿道の建替え更

新時への導入を促進し、通りの一体性を強化 

●旧永山武四郎邸、旧三菱鉱業寮、永山記念公園の改修整備に伴うパブリックスペー

スの強化とその活用 

●都心東西を結ぶ軸として、軸上に点在する広場等の資源を活かした活動を展開  

●既存の歴史的資源やイチョウ並木などの特徴的な景観を活かした、市街地再開発等

の動向と連携した滞留空間・交流の創出により、奥行きのある軸空間を形成  
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2.5 東 4丁目線 ～いとなみの軸～ 

現
状
と
課
題

・創成東地区におけるまちづくりの基軸（展開軸）とし

ての東4丁目線の位置づけの明確化  

・一部狭小部分やクランクによる歩行空間の脆弱性

展
開
指
針

◎まちづくりと連動した道路空間の活用

検討の推進  

◎沿道の活用可能なストックを活かした

生業のみえる空間創出の展開 

取
組
の
骨
子

都心まちづくりを支える軸の一つとしての空間・機能強化  

まちづくりへの通りの活用  

創成東地区の職・住・遊を

支える多様な機能の複合化

と創成イースト南北の回遊

性の向上を支える通りの形

成

●創成東地区のコミュニティや来街者の安全安心かつ快適な移動空間を実現 

●通りの課題である線形を解消し、沿道と一体的な街並み形成、機能誘導を図り、創

成東地区まちづくりの基軸に相応しい空間形成を推進  

●歩道空間の多様な活用によりまちの中心軸として、まちづくり活動が表出する街並

み形成を推進  

●エリアマネジメントとの連携から、リノベーション等を通じて地区の魅力を高める

起業環境の形成を図り、営みの見える通りづくりを推進  
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３ 交流拠点形成・強化の指針 

3.1 札幌駅交流拠点 

●札幌駅交流拠点のプロジェクトと呼応する連鎖的・段階的な再整備の促進 

●街区整備にあわせたエネルギー・歩行者ネットワークの形成と、周辺エリアとの連

携、接続 

現
状
と
課
題

・北海道新幹線札幌開業を平成４２年度末に予定 

・関係主体による札幌駅交流拠点再整備構想の検討

・北5西1街区や創成川以東など、札幌駅の近傍でありながら低未利用地が残され

ている 

・駅周辺施設や地下施設などの老朽化 

展
開
指
針

◎道都札幌の玄関口にふさわしい空間形成と

高次都市機能・交通結節機能の強化 

取
組
の
骨
子

道都札幌の玄関口にふさわしい空間形成と高次都市機能・交通結節機能の強化 

３.１.１札幌駅交流拠点と連携したまちづくりを展開する範囲 

～札幌駅周辺の活力を都心東部へ波及させる、まちづくりの連鎖的展開～ 

札幌・北海道の国際競争

力をけん引し、その活力

を展開させる“起点”の

形成 

●駅前広場や北５西１、北５西２街区の一体的な整備による、札幌のシンボルとなる

拠点の形成 

●国際水準の業務・観光・宿泊・商業等の高次都市機能の集積 

●北海道新幹線札幌開業を見据えた、都心の起点となる一大交通拠点の形成 

●エネルギー供給拠点の整備やみどり豊かな空間の形成等、環境・防災性能に優れた

まちづくりの展開 

●創成川を挟んだ東西市街地の連携を促す空間の形成 

取
組
の

骨
子
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3.2 大通・創世交流拠点 

●観光・交流資源を活かした空間・にぎわいの連鎖・連携  

●創成川東西の市街地の連携強化と創成東へのゲートとなる空間の整備 

●大通公園南北街区の連続性の強化 

現
状
と
課
題

・時計台やテレビ塔、大通公園、創成川公園等、観光・交流資源の集積 

・官民協働による大通交流拠点まちづくりガイドラインの策定と大通交流拠点を構

成する四つ角街区の建替え・更新の進展 

・大通交流拠点地下広場の整備 

・創世1.1.1 区北 1西1地区市街地再開発事業の推進 

・創成川通アンダーパス連続化事業と創成川公園の整備 

・創成川を介した東西連携と大通を介した南北の連携の弱さ 

展
開
指
針

◎都心における象徴的な都市文化拠点の創出 

◎札幌の顔となる大通を基軸とした多様な活

動、交流の創出 

◎骨格軸を介した東西・南北市街地の連携・結

びつきの強化 

◎両交流拠点をつなぐ大通を一体的に魅力向

上 

取
組
の
骨
子

札幌の都市文化を発信・体感する拠点機能の展開 

交流拠点を核とした、人とまちをつなげるネットワークの強化 

質の高い、文化的なライ

フスタイルを支える機

能・空間の形成 

●創世 1.1.1 区北 1西 1地区における官民連携プロジェクトや大通西１、西２街区

のあり方検討等を通した札幌の都市文化を発信・体感する拠点機能の形成 
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４ エリア特性に応じたまちづくりを進めるための取組 
～都心の多様性を育てるターゲットエリアのまちづくりの促進～ 

4.1 都心強化先導エリア  

現
状
と
課
題

・札幌駅前通地下歩行空間の整備、エネルギーネットワークの展開、都市再生事業

を通じた高水準オフィスの整備など、人と環境に配慮したまちづくりの展開 

・都心まちづくりを象徴する札幌駅交流拠点、大通交流拠点、創世交流拠点の３つ

の交流拠点におけるまちづくりの進展

・駅前通を中心とした既存オフィスビルの更新・共同化等の推進 

・札幌駅前通まちづくり㈱による駅周辺地区のビジョン作成 

展
開
指
針

◎国内外からの企業誘致・投資意欲を喚起す

る災害時でもエネルギー供給できる体制の

確立と高水準のオフィス環境の形成 

◎市民、来街者、誰もが安全快適、かつ文化

的に過ごせる成熟都市札幌を象徴する都市

空間と都市機能の形成

都心まちづくりの目標

を先導的に具現化する

都市空間・都市機能の誘

導・形成 

取
組
の
骨
子

都心強化に資する機能・空間の高次化 

成熟都市札幌のショーケースとなる都市空間の強化 

骨格軸・交流拠点を中心とした象徴的な都市空間の形成 

●札幌の経済力の底上げに主眼を置き、札幌駅以南・創成川以西においては居住

機能ではなく、業務機能の高次化を集中的に展開 

●道路・地下通路等の公共空間と民間施設をつなぐ空間の創出と連鎖・連続性の

向上により、多様な活動が展開される、札幌らしい街なかの公的な空間を強化 

●ナレッジキャピタルやフューチャーセンターに代表されるような、人・情報・

技術が交流・結節する機会を生む機能（たまり場となる空間）を導入し、札幌

都心のインキュベーション機能を実現 

●ユニバーサルデザインに配慮した移動空間、滞留空間を官民の連携を通じて創

出し、市民、来街者が安全・安心に過ごせる成熟社会に対応した空間を形成 

●建物低層部におけるインキュベーション機能、にぎわい創出に資する商業機能

等、都市観光と市民生活の両面から魅力的で活力の溢れる街並み形成を推進 

●４つの骨格軸におけるそれぞれの特性を活かした沿道と一体となった象徴的な

空間形成の推進 

●二つの交流拠点における札幌の顔となる都市空間の形成 

※インキュベーション；本来は卵などがふ化するという意味。 
ここでは、起業家の育成やビジネスを支援する施設 
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4.２ 都心商業エリア

現
状
と
課
題

・札幌駅周辺や郊外の大型商業施設進出、インターネット販売等購買行動の変化

に伴う競争の激化  

・建物の老朽化に伴う安全性の低下、維持管理費の増大  

・チェーン店の増加による没個性化の進行 

展
開
指
針

取
組
の
骨
子

ストリートの個性化と遺産の活用 

移動環境の向上と公共・共用空間の充実  

街のデザインとおもてなしの充実  

◎ストリートの個性化や中心商業地として

の歴史・伝統の活用による魅力の創出  

◎安全安心・快適な移動環境の実現と公共・

共用空間の充実  

◎来街者・観光客を惹きつけるデザインとお

もてなしの充実 

路面の魅力の再生と中

心商業地としての歴

史・伝統の活用による活

性化 

●インターネット通販や、他地域店舗にはない魅力で来街者やテナントを惹きつ

ける、特徴的な店舗構成と街並みをストリート毎に創造  

●エリアに新たな刺激と魅力を生み出す、集客・収益の新しい核となる旗艦店（フ

ラッグシップ）の実現  

●蓄積する有形（商店街の街並み等）や無形（顧客や地域の繋がり等）の遺産を

活用した、新・旧が混在した魅力づくり 

●街のルール策定や具体的取組による、安全安心に街を歩ける環境の整備  

●自転車のルール・マナーの浸透や荷さばき対策の推進とともに、路面電車など

公共交通をいかした快適に移動できる街の実現  

●来街者に対して豊かな時間を提供する、公共・共用の空間（街のリビング）の

充実 

●街への愛着と誇りを生み出す街並み・サイン・植栽などのデザインの創造  

●エリアの魅力を掘り起し、磨き、発信する、攻めのプロモーションの推進と、 

外国人や子連れ世帯等への心のこもったおもてなしの提供  



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 

－42－ 

えええ 

大通公園 

エリアの一等地

で世界を魅了し、

街の将来をかけ

る 

『Ｔゾーン』から

人の流れを引き

込み、エリアの回

遊性を高める 

界わい性のある

歩行者空間で、

人々を街区の奥

まで誘い込む 

エリアの顔 

『Ｔゾーン』 

個性で挑む 

『ストリート』 

街の奥へと誘う 

『パス』 

大通公園 

大通交流拠点地下広場 
大通公園のにぎわいを引込む 

創
成
川
公
園

狸二条広場 

路
面
電
車
沿
線
地
区

創
成
東
地
区

（
居
住
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
）（道路空間の活用による 

恒常的な魅力創出) 

※  南北方向の「パス」については、概念上の繋がりを示す 

ものであり、実際の位置を特定するものではありません。 

エリアの顔にふさわしいテナ

ントマネジメント、景観づく

り 

エリアの集客の要となるフラ

ッグシップの実現 

エリアの玄関口として誰もが

アクセスしやすい歩行者環境

の創出 

路面電車ループ化と合わせ

た、多様な活動を享受するパ

ブリックスペースの創出 

特徴をもったテナント集積や公共空

間の利活用により、テーマ性、個性の

あるストリートを構成（狸小路、二番

街、三番街、、シャワー通） 

力点１ 力点２ 力点３ 

安全で快適に回遊できる環境づくり 

リノベーション等も積極的に行い、個

性的で発信力のあるテナントを集積 

創業チャレンジの場 創業チャレンジの場 

地
下
駐
輪
場
（H

3
1

年
度
）

パスの整備に伴

う路面店の増加 

ストリートの人の流れをエリア全体

の回遊へと繋げる、特に南北方向のパ

スを整備・魅力化 

駅前通 

路面電車ループ化 

老舗の魅力を活かした個性的なストリート/安全・安心な歩行者環境 

●地域と共に進める空間づくりの力点 
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図 都心商業エリアにおける取組の他エリアへの波及 
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4.３ すすきのエリア 

現
状
と
課
題

・長引く景気の低迷により飲食店が減少  

・第 9次都市再生プロジェクトのモデル地区への指定  

・「（通称）ススキノ条例」の施行などを受けた、地元団体、関係行政機関などで構

成される「クリーン薄野活性化連絡協議会（Ｈ17）」の設置 

・鴨々川ノスタルジア等、地区の関係主体から生まれたまちづくり活動の展開 

・札幌開拓のレガシーであり、市民の憩い・交流の場である中島公園に隣接

展
開
指
針

取
組
の
骨
子

すすきのエリアの方向性検討  

安心感と魅力の向上  

資源活用と周辺との連携・連鎖 

◎安全安心な歓楽街づくりの促進  

◎周辺資源とのつながりを感じる回遊ネッ

トワークの充実  

◎中島公園をはじめとした近隣観光施設と

の連携強化 

観光交流・市民生活を充実

させる歓楽街づくりと中

島公園をはじめとする周

辺資源との連携 

●既存組織を中心としたエリア全体の方向性の検討  

●まちづくり推進のための組織づくりとアクションプランの検討 

●公共空間の安全対策や環境浄化活動による安全で安心なまちづくりの推進  

●夜間観光の魅力を高めるための魅力的な空間についての検討  

●鴨々川や寺院をはじめとする歴史的建物等、エリア内の個性的な空間形成を支

える資源のまちづくりへの活用 

●近隣の中島公園との連続性の向上や、観光交流や市民交流を支える資源の活用

と機能強化の検討

●Kitara 等、近隣の文化資源とのつながりを高め、施設利用者の地区への流入を

促進  

●札幌駅や大通公園西周辺エリアと連携した、札幌ならではのアフターMICE 環境

の強化 

※「（通称）ススキノ条例」；札幌市公衆に著しく迷惑をかける風俗営業等に係る勧誘行為等の防止に関する条例

※第９次都市再生プロジェクト；資料２参照
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図 すすきのエリアにおける取組と他エリアとの連携 
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4.４ 創成東地区（創成イースト北エリア、創成イースト南エリア） 

現
状
と
課
題

・人口流入の急増と建物の老朽化に伴う空き地や、無秩序な開発進展の恐れ 

・狸二条広場におけるにぎわい創出の取組み 

・５００ｍ美術館の常設化 

・隣接する苗穂駅の移転に伴う新たなまちづくりの進展 

・中央体育館の老朽化に伴う移転建替え

・様々な動きを束ね、地域の活力を高めるマネジメントの仕組みづくりの必要性 

展
開
指
針

取
組
の
骨
子

連鎖・連携の創造・波及  

◎都心の利便性を享受しながら、人間性豊かな

生活を実現する「創成東アーバンビレッジ」

の実現 

◎職住遊近接のまちを実現する暮らしの場と、

起業等により地区の新たな活力を創造する

取組の促進 

◎国内外の来街者が地区の魅力を体感できる

おもてなしの充実したまちづくりの展開  

◎エリアマネジメント活動を通じた歴史資源、

産業史資源等の付加価値の向上と活用促進  

◎隣接する苗穂地区のまちづくりとの連携 

人を中心としたコン

パクトシティの実現

を支える複合型市街

地の形成と観光・歴史

資源を活かしたエリ

アマネジメントの展

開 

●民間再開発、既存施設、交通拠点等との連携により地区を縦断する歩行

者ネットワークの形成を図るなど、都心居住の受け皿となる創成東地区

における通年の安全安心な回遊環境を実現 

●民間開発を通じたエネルギーネットワークの形成を推進し、環境共生型

の複合市街地の形成を実現 

●老朽化した中央体育館の移転建替えに伴い生じる跡地を中心に、小学校

等の周辺の既存施設、まちづくり動向との連携を視野に入れた有効利用

の検討 

●起業意欲に応えるリノベーションまちづくりの推進 

●既存の観光資源を中心に、国内外からの来街者を受け入れるおもてなし

のあるまちづくりの推進 

創
成
イ
ー
ス
ト
北
エ
リ
ア
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取
組
の
骨
子

資源活用を視点としたマネジメントの推進  

ストック活用の促進  

●二条市場、酒蔵工場等、創成東の重要な歴史資源との連携、地域住民と

の連携を図り、ものづくりの文化・暮らしの豊かさを実感できる活動を

展開するなど、地区にある資源を最大限活用したエリアマネジメント活

動を推進  

●既存の観光資源を中心に、国内外からの来街者を受け入れるおもてなし

のあるまちづくりの推進

●500ｍ美術館・狸二条広場などの公共的空間や神社などをまちづくりに

おける活動空間・交流の場として活用し、地区のにぎわい・活力を創造 

●リノベーション等による老朽ストックの暫定活用等、地区の既存の街並

みを活かしつつ、創成東地区ならではの新たなチャレンジ・場づくりを

推進  

創
成
イ
ー
ス
ト
南
エ
リ
ア
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図 創成イースト北、南エリアにおける取組 



Ⅳ 持続的な取組を通じた都心の空間形成指針 

－49－ 

4.５ 大通公園西周辺エリア 

現
状
と
課
題

・ホテル、ホール等のイベントスペースの集積 とＭＩＣＥ開催の実績 

・さっぽろ芸術文化の館、教育文化会館、近代美術館をはじめとした文化・芸術機

能の集積  

・病院、医大をはじめとする北の医療を支える機能の集積 

・大規模ホールの老朽化に伴う更新等の必要性  

展
開
指
針

取
組
の
骨
子

交流機能強化  

他のターゲットエリアとのネットワーク強化  

◎大規模会議施設やホテル等、当地区に集積

する施設を活かした集客交流機能の向上 

◎文化芸術・歴史資源の都市観光等への活用 

地区に集積するホー

ル・ホテル等の施設を活

かした集客交流機能の

向上 

●大規模会議施設やホテル等の集積を活かした札幌都心ＭＩＣＥとの連携  

●大通やすすきのエリアとの連携や美術館や資料館といった文化資産などを活用

した、札幌ならではの歩きながら楽しめるアフターＭＩＣＥ環境の強化 

●植物園や大通公園、知事公館などの拠点間を潤いのある街路空間で繋ぐことで、

歩いて廻れるネットワークを強化 

●民有敷地内にもポケットパークなどを整備し、ゆとりと潤いのある環境整備 

●骨格軸の高質化を通じて、共に都市観光促進・MICE 展開を支える、都心強化先

導エリア、すすきのエリアをはじめとする他のターゲットエリアとの連携を高

め、一体的に世界を惹きつける都心の魅力づくりを推進 

※ポケットパーク；街の一角などに設けられる小公園 
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図 大通公園西周辺エリアと他エリアとの連携 
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５ 都心全域を視野に入れた空間形成指針 

骨格軸や展開軸、交流拠点、ターゲットエリアからなる都心の市街地形成に係る骨格構造

に加え、都心全域においてきめ細やかな空間形成を図ることにより、奥行きのある都心の空

間が生まれます。さらに、こうした空間の連鎖によって市民や来街者等、多様な人々の活動

の選択性と魅力が生まれ、都心の価値を高める上では重要となります。その具体的な展開に

際しては、以下の３つの観点から空間形成の方向性を定めることとします。  

主に、回遊の基軸となる骨格軸の結節点は、市民、来街者が都心における多様なアク

ティビティに触れ、都心のにぎわい・活力を体感できる豊かな空間を備えるべき場とし

て重視し、これらを「拠点的な交流空間」として位置付けます。  

また、大通公園を始めとする象徴的なみどりの空間や、交流拠点における象徴性のあ

るパブリックスペースは、「骨格的な交流空間」としての役割を併せ持ち、骨格軸や拠点

的な交流空間を介して連鎖・ネットワークし、新たな回遊、交流を創出・強化すること

を目指します。

交流空間の創出 視点① 
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積雪地札幌の四季を通じた市民や来街者の安全・快適な回遊を支える都心の重要な資産

である地下空間ネットワークを活かし、沿道の民間ビルの建替え更新等を通じた接続によ

り、地上部の回遊空間の充実を図りながら空間の選択性を高めます。これにより、都心に

おける公共施設、民間施設の連鎖による重層的かつ多様な地上地下のネットワークを強

化・拡充します。  

さらに前述の交流空間の形成と併せて回遊の結節点における四季を問わない滞留・交流

の場づくりを図りながら、重層的ネットワークとの連携性を高め、質の高い、札幌らしい

公共空間の創出を図ります。 

地上・地下の重層的ネットワークの形成 視点② 
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建物内の貫通通路や建物と建物の間の通路など多様な歩行者動線を配置・活用して、パ

ブリックスペースのきめ細かなネットワーク形成により、表通りだけだは無い奥行きのあ

る都市空間の形成を促進します。その際、公共的機能を持つ施設や広場的空間への行きや

すさの確保を重視します。 

こうした取組により、表通りとしての骨格軸における象徴的な回遊動線とは異なる、界

わい性を備え、まち歩きを通じた新たな都心の魅力を発見できる空間形成を図ります。 

界わい性と奥行きのある公共的空間の連鎖 視点③ 
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１ まちづくりの実効性を高める上での取組 

（１）持続的な都心まちづくりの仕組みの早期構築 

都心まちづくりの長期的な取組の展開を支える上では、継続的かつ専門的にまちづくり

に携わる仕組みが必要となります。かつ、この仕組みにおいては、都心まちづくりの理念

を共有し、それぞれの専門性を発揮し得る多様な主体による体制を構築することが重要と

なり、これを都心まちづくりのプラットフォームとして位置づけました。 

本計画に定める戦略を着実に展開し、札幌のまちづくりを先導する象徴する取組を推進

する上では、このプラットフォームの早期組成と専門性を活かしたタスクフォースによる

多様な取組の実行が必要とされます。 

そのため、本計画の策定を期に、都心まちづくりにかかる多様な主体からなる協議会・

検討会等の議論の場を設置し、プラットフォームの実現に向けた検討、様々なまちづくり

展開に向けた事業立案など、戦略的な取組を推進します。 

都心まちづくりの着実な展開に向けて Ⅴ

【第1段階】 

関係主体によるプラットフォームの前身

となる協議会の組成 

【第２段階】 

プラットフォームによる

マネジメントの展開 

平成28～29年度 

都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定

●タスクフォース方式に

よる都心まちづくり事

業の展開 

●ターゲットエリア、まち

づくりプロジェクトの

支援等を通じたエリア

マネジメント育成 

●札幌市、商工会議所、民間企業、ま

ちづくり会社、専門家等からなる協

議会の組成 

●プラットフォームの組成に係る運

営手法、事業内容の検討 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
組
成
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（２）まちづくりの展開を支える各主体の役割の規定 

本計画において定める都心まちづくりの取組を着実に推進する上では、中核的なプラッ

トフォームによる戦略的展開と併せて、個別の取組においても、関係主体が将来像を共有

した上で、それぞれの役割・能力に応じて多様な連携を展開しつつ、協働によるまちづく

りを推進することが求められます。 

また、行政、民間企業、地域（市民・NPO 等）といった、まちづくりに関わる主体が

それぞれの有する技術・知識を活用して、札幌並びに都心が直面する社会的な課題の解決

と競争力の向上を図り、まちづくりを通じた次の時代の都心の姿、価値を創造・共有して

いくことが重要となります。こうした取組・連携を高めていく上でも、多主体の連携によ

る先導的な取組を通じて、民間企業はまちづくりへの参加の機会・場を構築するとともに

地域貢献を実現し、市民の積極的な参加からまちづくりの持続可能性を高め、かつ行政の

横断的連携からその効果を波及・促進させる支援・誘導を図るなど、相互の特性を活かし

たまちづくりを進めることが必要となります。 

同時に、多様な主体の取組を束ね、都心まちづくりとして一体的に連携・協働を促すと

ともに、まちづくりを通じた札幌の新たな価値創造・共有化をけん引するために、前述の

都心マネジメントの仕組みとなるプラットフォームづくりが重要となります。 

※CSV；Creating Shared Value＝共通価値の創造 
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（３）都心まちづくりの展開プログラムの位置づけ 

本計画が掲げる目標と戦略に基づくまちづくりを着実かつ発展的に展開する上では、将

来の方向性を見据えた取組を明確に定めることが重要となります。 

取組を定めるにあたっては、今後の社会情勢の変化や取組の進展状況を考慮する必要が

あることから、本計画年次２０年間を５年毎に区切り、都心まちづくりに関わる主体間で

共有された価値を実現する取組（『ねらい』）とその推進に際しての中核的な『主体』、推進

を支える『事業』の内容を含めた展開プログラムを定め、それに基づいて進めていきます。 

なお、初手の５年間の取組については、「札幌市まちづくり戦略ビジョン アクションプ

ラン2015」を踏まえて定め、その後も他の計画等を考慮し、適切に定めていきます。 

（４）情勢に適応した計画の見直し・更新 

札幌市並びに都心を取り巻く社会経済情勢が刻々と変化する中、札幌を先導するための

都心づくりのマスタープランとなる本計画は、前都心まちづくり計画をはじめとする都心

まちづくりの基本的な理念を継承しつつ、情勢に応じて新たな視点を加えつつ進化させる

ことが必要となります。さらに、まちづくりを展開する中で、短期的な取組である展開プ

ログラム（5年程度）を展開し、目標実現に向けた着実な取組を進めることが重要です。 

こうした時勢に適応した長期的なマスタープランの中間期における検証と見直し、展開

プログラムの積み重ねの二つのサイクルから適切なまちの成長管理を行うことが必要とさ

れます。

ねらい 主体 

事業 

展開プログラム 

（2021 以降） 
■都心まちづくりの 

４つの戦略に基づく 

施策群 

■札幌市まちづくり

戦略ビジョン 

アクションプラン 

2015 

展開プログラム 

（2016～2020） 

●都心まちづくりのプラ

ットフォームを核とし

たプログラムの立案 
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（５）展開プログラムのモニタリング 

都心まちづくりの戦略に基づく取組を推進し、都心の成長を適切に誘導するためには、

取組の成果を確認・検証し、次の取組への発展的方向性ならびに課題の抽出を図ることが

必要となります。 

都心まちづくり計画は 20 年間という長期にわたるまちづくりを支える目標とその礎と

なる都心空間のあり方、推進すべき戦略の方向性を定める理念的な計画となります。 

そこで、この理念に基づく展開プログラムを実行する際に、それぞれの事業・活動に係

る成果指標を定め、その効果を都心マネジメントの体制の中で検証する、まちづくりのモ

ニタリングの仕組みづくりを都心プラットフォームの組成に併せて構築します。 

評価・検証
【展開プログラム】 

●事業ごとの成果指標の設

定 

【展開プログラム】 

●前期成果を踏まえた次の

成果指標の設定 

プラットフォーム 

検証 

都心まち

づくり戦

略（H22

～） 

都心まちづく

り計画 

（H14～） 

●社会情勢の変化 

（環境問題等）への対応 

●都心まちづくりの 

後半10年に向けた補完 

●社会情勢の変化、札幌市の構造変化に

対応したパラダイムシフトの必要性 

●新たな総合計画等、上位計画との整合 

次の都心まちづ

くり計画 

・社会情勢の変化 

・都心まちづくりの成果、新たな

潮流 

等に対応した計画の見直し・補完 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

展開 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

20年 

5年 5年 5年 5年 

※パラダイムシフト；思考や概念、規範や価値観が、枠組みごと移り変わること 
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【資料１】 都心まちづくりの経緯

札幌都心のまちづくりは、札幌市第 4 次長期総合計画（Ｈ12）において定められた多

中心核構造の中核としての都心の整備のあり方を具現化するために、旧都心まちづくり計

画（Ｈ14）の策定を機に、都市再生と一体的に今日まで展開されてきました。 
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【資料２】 都市再生緊急整備地域 

＜これまでの経緯＞ 
・  札幌駅・大通駅周辺地域 地域指定（144ha）（H14政令第 318号） 
・  札幌北四条東六丁目周辺地域 地域指定（19ha）（H14政令第 318号） 
・H24.1.25 札幌駅・大通駅周辺地域 地域指定（特定地域110ha）（H24政令第 11号） 
・H25.7.12 札幌都心地域 地域指定（225ha、特定地域 145ha）（H25政令第 216号） 
         （札幌駅・大通駅周辺地域及び札幌北四条東六丁目周辺地域を統合・拡大し、札幌都心地域に名称変更）
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【資料３】 策定の仕組み 

本計画の策定は、平成26年、27年度の二か年で行い、この過程において、「都心まち

づくり計画策定協議会」を中心に計画作成に係る議論・検討を進めました。 

さらに「都心交通」「エリアマネジメント」「観光・MICE」という視点から都心まちづ

くりを専門的に検討するための部会を設置し、重点的な議論を進めてきました。 

また、市民アンケートをはじめ、多方面からの意見集約を図り、これからの都心まちづ

くりの方向性と取組の考え方に対する合意形成を進めました。 

（１）計画策定過程 

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

都
心
交
通
・
都
市
観
光
・
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
３
つ
の
重
点
テ
ー
マ
に
対
し
、
事
例
研
究
等
を
実
施

７

６

５

３

２

４

１

市民意向調査等 
都心まちづくり計画策定協議会 

市民アンケート

パブリックコメント

市民アンケート

都心まちづくりフォーラム 

（３月開催予定）

平成28年３月開催予定 

平成27年12月25日（金） 

平成27年8月20日（木） 

平成27年2月4日（水） 

平成26年12月1日（月） 

平成26年10月6日（月） 

平成27年3月23日（月） 

都心まちづくり計画策定

協議会 専門部会

関係団体等意見交換
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（２）関係各種団体等意見交換の実施 

実 施 月 日 関 係 団 体 名 

平成２７年１２月 ３日 豊水地区連合町内会役員会 

平成２７年１２月 ４日 本府地区町内会連合会役員会 

平成２７年１２月 ９日 中央地区町内会連合会役員会 

平成２７年１２月１６日 札幌駅前通協議会 

平成２７年１２月２１日 札幌観光協会 

平成２７年１２月２１日 北海道ハイヤー協会 

平成２７年１２月２２日 北海道バス協会 

平成２８年 １月１２日 北海道トラック協会 

平成２８年 １月１８日 東北連合町内会役員 

平成２８年 １月２８日 東地区連合町内会役員会 

平成２８年 １月２９日 大通地区町内会連合会役員会 
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第２次都心まちづく り計画（ 案）　意見用紙

札幌市市民まちづく り局都心まちづく り推進室都心まちづく り課 FAX： 011-218-5112

※ 何ページのどの項目に対するご意見かがわかるようにご記入ください ※

ページ ご意見

＜お名前＞

＜ご住所＞

①19 歳以下　②20 代　③30 代　④40 代

④50 代　⑥60 代　⑦70 歳以上

＜年齢＞ 該当する番号に○を付けてください

※ 記入スペースが足りない場合は、別紙に記入し、同封してく ださい。

※ お名前・ ご住所等は、集計以外の目的に用いることはありません。札幌市個人情報保護条例の

　規定に則って、適正に取り扱います。
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に
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方
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意
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 間
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2
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日
（
火
）
～
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必
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さ
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か
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の
ご
意
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を
お
待
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り
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◆

◆

寄せら れたご意見に対し て個別に回答はいたしませんが、

ご意見の要点をまと め、それに対する市役所の考え方と合

わせてホームページなどで発表します。

提出の際は、お名前・ ご住所等をご記入く ださ い。

意見募集について

①

②

③

④

⑤

郵送の場合

： このページを切り取り、 裏面にご意見を記入の上、 糊付

けして封書とし、 ポスト に投函してく ださい。

※切手は不要です。

FAX の場合： 01 1-2 18-5112

E メールの場合： ki .d ow ntow n@ci ty.sap po ro .jp

※計画名 （ 第２ 次都心まちづく り 計画） が分かるよう 、　 メー

ルタイト ルや本文などに明記してく ださい。

※お名前・ ご住所・ 年齢を忘れず記載し てく ださ い。

ホームページの意見募集フォ ームから 送信する場合

http ://www .city. sap p o ro .jp /kikaku/d own tow n/plan /sh in to

shinmat i-saku tei .h tml からアクセスし てく ださ い。

直接お持ちいただく 場合

： 市民まちづく り 局都心まちづく り 課までお持ち く ださ

い。

※受付時間は、平日の午前 8： 45 ～午後 5： 15 までです。

提出方法について

札幌市市民まちづく り局都心まちづく り推進室

都心まちづく り課

◆住所

　 ： 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎 5 階南側

◆電話： 011 -211-2692

お問い合わせ先

第２次都心まちづくり計画

料金受取人払郵便 

札幌中央局 
承　　　認 

2208

差出有効期間
平成28年
3月31日まで
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